
 

平和公園自然観察会  http://heiwakoen.sakura.ne.jp/sizen-kansatukai/ 作成：田畑恭子 監修：瀧川正子 

2019 年 8 月 11 日（日）9：30～12：45                    写真協力：伊藤義人氏 

               参加者：大人 17 名 子ども 12 名 天気：晴 

里山の家での持ち込み観察項目: スズムシ,クロカナブン,カブトムシ,ニホントカゲ,ミカワオサムシ,フタモンウバタマコメツキ,ヨツ
ボシケシキスイ,コヨツボシケシキスイ,ヨツボシオオキスイなど 

里山の家の前の広場でイネ科の植物を観察しました。メヒシバはよく似たオヒシバに比べて穂が細いことで

見分けられました。他にシマスズメノヒエ,タチスズメノヒエ,セイバンモロコシなどが穂をつけていました。

セイバンモロコシは外来種ですが、近年ススキと交代してきている印象があるとの意見が聞かれました。  

続いて東山の森で今年初めて栽培しているアズキを見に行きました。マメ科の植物は害虫がつきやすいとの

理由から、虫よけのネットがかけられていました。アズキの花は虫媒花なので、ネットをかけたら受粉しな

いのではという人もいましたが、実際にはネットの中にも虫が入っていて心配しなくてもよさそうでした。 

クズの花が咲き始めていていい匂いがしました。参加者の一人がチョウトンボを捕まえて注目を浴びました。

道沿いのヘクソカズラは花が可愛らしいのに名前がよくないという人があり、子どもたちは匂いを嗅いで「く

さい」と言って困ったような顔をしていました。花をひとつ取って舐めて鼻の上にのせ、別名「ヤイトバナ」

と紹介されました。そのそばにあった小さな花と実をつけているのはトウダイグサの仲間とのことでした。  

道沿いにミズヒキが咲き、ヤブガラシには緑色の実がついついました。ヤブガラシは実の数が花に比べて少

なく「効率が悪い」「こうでなければヤブガラシだらけになってしまう」などと意見が分かれました。クサ

ギの花がたくさん咲いており、蜜にやってきたオオスカシバを長い虫網を持った参加者が捕らえました。   

セイバンモロコシ メヒシバの穂 
 

セイバンモロコシの花 

朝から強い日差しが降り注ぎ、猛暑日となることが予想されました。出発後は急いで湿地へ移動して周辺の森の日陰を

目指す予定でしたが、途中虫たちの観察で何度も立ち止まり、なかなか湿地まで辿り着くことができませんでした。 

アズキの花 アズキ畑 アズキ 

ヘクソカズラ 
 

チョウトンボ トウダイグサの仲間 

ミズヒキ ヤブガラシの実 

クサギの花 
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地面にバラバラになったカブトムシの残骸が散らばっていました。集めてみると前翅だけで 21 枚ありました。

近くに樹液が出ているような場所があり、カラスがそこでカブトムシが採れることを覚えて度々訪れ捕食して

いる餌場なのでは、という意見が出ました。湿地のせせらぎでは小型のアメンボ、シマアメンボが観察できま

した。この観察会では初登場の昆虫です。草むらでは子どもがジムカデの仲間を捕らえ、プラカップに入れま

した。ムカデは漢字で「百足」と書きますが、実際に脚が１００本以上あるのはこの仲間だけとのことです。 

湿地ではヨシの葉裏にチョウの蛹がぶら下がっているのが見つかりました。クロコノマチョウではないかとい

うことで、持ち帰って羽化を待ち確かめることになりました。道の両側でシロバナサクラタデの花がたくさん

咲いていました。子どもがヌマガエルを捕らえましたがなぜかあまり動かず弱っているように見えました。  

     

 

 

 

周辺のあちこちにカラスに食べられたザリガニの残骸が散らばっていました。せせらぎ沿いにはミントが群生

し、葉を揺らすと独特の香りが漂いました。ヤナギの下にはセミが羽化のために地上に出たときにあけた無数

の穴がありました。あたりを探すとクマゼミ、アブラゼミ、ニイニイゼミの抜け殻が見つかり、並べて木にく

っつけてみました。幼虫の前脚の構造がひっかかりやすいようになっているようです。最後にせせらぎの脇の

ジュズダマを観察しました。一時は刈られて数が減ったけれども、また徐々に増えてきているとのことでした。 

平和公園での観察項目: 枯草の目立つ里山の家の屋根,枯草の目立つ倉庫の屋根,ムクゲ,クマバチ,ツマグロヒョウモン,オヒシバ,メヒシ

バ,シマスズメノヒエ,タチスズメノヒエ,セイバンモロコシ,アズキ,アズキについたシャクトリムシ,カラスウリ,ヨウシュヤマゴボウ,ツマ

グロオオヨコバイ,ショウリョウバッタ,アオドウガネ,クズの花,ママコノシリヌグイ,ノメイガの仲間,チョウトンボ,ジョロウグモ,アカハ

ネウンカ,マメガキ,ヘクソカズラ,イセノナミマイマイ,トウダイグサの仲間,ミズヒキ,ノブドウ?,ヤブガラシの実,クサギの花,オオスカシ

バ,ツユクサ,オオカマキリの幼虫,アケビの実,カタジロゴマフカミキリ,ギンバエ,カブトムシの残骸,シマアメンボ,コオロギ,クロコノマ

チョウの蛹,ジムカデの仲間,モンスズメバチ,シロバナサクラタデ,ヌマガエル,ケラ,ザリガニの残骸,ジュズダマ,イネ,グンバイムシの仲

間,ミント,セミの抜け殻,ヤガの仲間,サトユミアシゴミムシダマシ,サシガメの幼虫,マツモムシ,アベマキの若い実,サトクダマキモドキ 

クロコノマチョウの蛹 シロバナサクラタデ ヌマガエル 

カブトムシの残骸 

ジムカデの仲間 シマアメンボ 
 

セミの抜け穴 ザリガニの残骸 ミント 

セミの抜け殻の前脚部分 ジュズダマ ニイニイゼミの抜け殻 


